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商
業
部
会
で
は
、
２
月
14
日
か
ら
１
泊

２
日
で
東
京
方
面
へ
視
察
研
修
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
浅
草
に
あ
る
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
、
こ
だ
わ
り
の
逸
品
を
扱
う
商
業

施
設
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
を
訪
問
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
で
は
一
流
の
芸
能
を
堪

能
し
、
翌
日
は
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

て
い
る
食
に
関
す
る
総
合
展
示
会
「
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
を

見
学
。
最
後
に
早
稲
田
大
学
周
辺
の
商
店

街
に
伺
い
、
こ
だ
わ
り
の
店
づ
く
り
、
地

域
と
商
店
街
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

商
業
部
会
　視
察
研
修
旅
行
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２
月
24
日
、
建
設
部
会
特
別
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
ミ
リ
ヤ
ム
新
潟
　
丸
山
稔
智

氏
を
お
招
き
し
、「
建
設
業
界
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
伴
い
、
手
頃
な
価

格
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
半
面
、
飛

行
さ
せ
る
に
は
国
土
交
通
省
の
許
可
が

必
要
で
あ
っ
た
り
、
航
空
法
の
対
象
と
な

る
事
か
ら
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
の
事
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
は
今
後
、
公
共

事
業
の
建
設
現
場
で
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
測
量
な
ど
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

の
活
用
を
義
務
付
け
る
事
と
し
て
、
今

後
、
建
設
業
界
に
お
い
て
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
積
極
的
な
活
用
が
見
込
ま
れ
る
と

の
お
話
し
で
し
た
。

後
半
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
実
演
を

行
い
、参
加
者
が
実
際
に
操
作
し
た
り
、

建
設
業
界
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
活

用
方
法
が

あ
る
か
に

つ
い
て
、
活

発
な
質
疑

応
答
な
ど

意
見
交
換

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
月
17
日
、
東
栄
町
の
魚
竹
本
館
に

お
い
て
、
青
年
部
新
年
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
渡
辺
部
長
が
開
宴
挨
拶
を
述

べ
、
そ
の
後
、
来
賓
の
燕
市
長
、
美
内

商
工
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。

神
田
商
業
部
会
長
の
乾
杯
で
宴
席
が

始
ま
り
、
部
員
相
互
間
や
来
賓
の
皆
様

と
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
途
中
に
は
、

Ｔ
Ｖ
で
お
な
じ
み
「
芸
能
人
格
付
け

チ
ェ
ッ
ク
」
を
模
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

２
月
14
日
、
女
性

部
の
新
年
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
田
中

部
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
鈴
木
燕
市
長

か
ら
の
挨
拶
、
美
内

商
工
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
ま

し
た
。

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
用
意
さ

れ
、
ま
ず
は
華
舞
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
舞
踊
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
も
交
え
て
恒
例
と

な
っ
た
景
品
争
奪
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
、
次
に
富
所
商
工
会
副
会
長
か
ら
、

ギ
タ
ー
で
吉
田
に
ま
つ
わ
る
曲
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

員
が
４
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
、
こ
ち
ら

も
恒
例
と
な
っ
た
、
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト

で
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
運
ぶ
ゲ
ー
ム
。
そ
し

て
、
役
員
に
よ
る
踊
り
の
披
露
で
は
、

お
越
し
い
た
だ
い
た
金
融
団
の
方
々
も

交
え
て
皆
で
踊
り
ま
し
た
。
当
日
は

寒
気
が
き
び
し

い
中
、
部
員
の

皆
さ
ん
に
は
元

気
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
会

場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。

４
月
に
就
職
す
る
方
を
お
祝
い
す
る

た
め
、
新
規
学
卒
就
職
者
歓
迎
会
を
開

催
し
ま
す
。

歓
迎
会
で
は
式
典
終
了
後
、
新
社
会

人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

研
修
会
も
行
い
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期
日
／
平
成
29
年
４
月
７
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分
（
予

定
）

■
会
場
／
燕
市
吉
田
産
業
会
館

■
内
容
／
式
典
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）

■
主
催
／
巻
公
共
職
業
安
定
所
、燕
市
、

燕
商
工
会
議
所
、
吉
田
商
工
会
、
分
水

商
工
会
、日
本
金
属
洋
食
器
工
業
組
合
、

日
本
金
属
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ア
工
業
組
合
、

協
同
組
合
つ
ば
め
物
流
セ
ン
タ
ー

■
後
援
／
（
公
社
）
燕
西
蒲
法
人
会

■
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
吉
田
商
工

会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
５
６
ー
９
３
ー

２
６
０
９

建
設
部
会

特
別
研
修
会
開
催
！

青
年
部
新
年
会
開
催

女
性
部
新
年
会
開
催

新
規
学
卒
就
職
者
歓
迎
会

を
開
催
し
ま
す
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１
月
26
日
、
商
業
部
会
総
会
と
経
営

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
商
業
部
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
の
報
告
と
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
竹
谷
知
江
子
氏
を
講
師

に
、「
コ
ツ
を
学
ん
で
す
ぐ
実
践
！
Ｐ

Ｏ
Ｐ
作
成
講
座
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
講
習
を

受
け
る
の
は
初
め
て
、
ま
た
は
久
し
ぶ

り
と
い
う
受
講
者
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う

な
か
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
基
本
的
な
意
味
や
、

作
成
す
る
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
実
際

に
講
師
が
指
導
さ
れ
た
店
舗
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
は
説
得
力
が
あ

り
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
如
何
に
重
要
か
と
い
う

事
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
半
は
、
実
際
に
ペ
ン
を
持
ち
実

践
。
基
本
的
な
Ｐ
Ｏ
Ｐ
文
字
の
書
き
方

を
、
少
し
の
時
間
で
し
た
が
練
習
し
ま

し
た
。

（3）平成29年３月５日

商
業
部
会
総
会
・

経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

燕市IoT実証実験成果報告会・中小
企業支援制度説明会を開催します

燕市では、地場産業へのIoT技術活用の可能性を探る
ため、市内ものづくり企業で実証実験を行いました。その
成果報告を行うとともに、市と産業支援機関で行っている、
中小企業振興向け支援事業・助成制度などについての制
度説明を行います。

また、支援制度の一つである「新商品新技術開発補助」
制度を実際に活用した企業による成果発表も併せて実施し
ます。

■日時／平成29年3月30日(木)　午後2時～午後6時
■場所／燕市役所1F　つばめホール
■内容／ＩoＴ実証実験成果報告会（第一部）
　　　　支援制度説明会（第二部）
　　　　（１）各支援機関における支援制度説明
　　　　（２）新商品新技術開発補助成果発表
　　　　（３）個別相談会
■問合せ／燕市産業振興部　商工振興課
　　　　　TEL　0256-77-8232(直通)

燕市からのお知らせ
「クリーンデー燕」にご参加ください
４月８日（土）全市一斉の環境美化活動
～清潔で美しいまちづくりへの参加と交流～

　私たちの住む地域を清潔で美しいまちにするため、地
域住民やボランティア団体及び事業所が主体的に参加し、
市内全域のごみ拾い清掃を一緒に行うものです。
　ご自分の事業所のまわりの環境美化に努めませんか。

■日時／４月８日（土）午前６時～７時３０分
※雨天中止などの判断は、ボランティア団体及

び事業所で行います。
※実施日以外でも環境美化活動の参加を希望さ

れる場合は市役所生活環境課まで、ご相談く
ださい。

■内容／空缶・空ビンなどごみ拾い
回収したごみは、市役所生活環境課が回収いた
します。

■申込方法／生活環境課へお問合せ下さい。
　　　　　　後日申込用紙をお渡しいたします。
■問合せ／市役所生活環境課　環境政策係（２階１４番窓口）
　　　　　TEL　0256-77-8167（直通）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

■
労
働
日
ご
と
の
始
業
・
終
業
時
刻
の
確

認
と
適
正
な
記
録

⑴
原
則
的
な
方
法

◦
使
用
者
が
、
自
ら
現
認
す
る
こ
と
に
よ

り
確
認
す
る
こ
と

◦
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
パ
ソ

コ
ン
の
使
用
時
間
の
記
録
等
の
客
観
的

な
記
録
を
基
礎
と
し
て
確
認
し
、
適
正

に
記
録
す
る
こ
と

⑵
や
む
を
得
ず
自
己
申
告
制
で
労
働
時
間

を
把
握
す
る
場
合

◦
自
己
申
告
を
行
う
労
働
者
や
、
労
働
時

間
を
管
理
す
る
者
に
対
し
て
も
自
己
申

告
制
の
適
正
な
運
用
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
措
置
等
に
つ
い
て
、
十
分
な

説
明
を
行
う
こ
と

◦
自
己
申
告
に
よ
り
把
握
し
た
労
働
時
間

と
、
入
退
場
記
録
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用

時
間
等
か
ら
把
握
し
た
在
社
時
間
と
の

間
に
著
し
い
乖
離
が
あ
る
場
合
に
は
実

態
調
査
を
実
施
し
、
所
要
の
労
働
時
間

の
補
正
を
す
る
こ
と

◦
使
用
者
は
労
働
者
が
自
己
申
告
で
き
る

時
間
数
の
上
限
を
設
け
る
等
適
正
な
自

己
申
告
を
阻
害
す
る
措
置
を
設
け
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
36
協
定
の
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
数
を
超
え

て
労
働
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

記
録
上
こ
れ
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
労
働
者
等
に
お
い
て
慣
習

的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ

と
■
賃
金
台
帳
の
適
正
な
調
製

　

労
働
者
ご
と
に
、
労
働
日
数
、
労
働
時

間
数
、
休
日
労
働
時
間
数
、
時
間
外
労
働

時
間
数
、
深
夜
労
働
時
間
数
と
い
っ
た
事

項
を
適
正
に
記
入
す
る

労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

た
め
の
使
用
者
向
け
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
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商工会関係今後の行事予定表

（4）

日本公庫金利情報 無料特許相談会 労働・年金相談会

★小規模事業者経営改善資金
（マル経）

　１．１６％（前月比±0）
★普　通　貸　付
　１．１６～２．４０％

※2月10日現在

日時　3月16日（木）
　　　午前10時
　　　　　　～正　午
場所　吉田商工会

日時　3月22日（水）
　　　午後1時30分
　　　　　～2時30分
場所　吉田商工会
相談員　黒田勇治弁理士

日時　3月23日（木）
　　　午前10時
　　　　　　～正　午
場所　吉田産業会館
相談員　社会保険労務士会
　　　三条支部

※普通貸付の融資相談会で
す。必要書類がありますの
で、前日までに事前予約を
お願いします。 事前に予約申込が必要です。

※実用新案・意匠・商標の相談も
受け付けます。前日までに必ず事
前予約をお願いします。

今年も、労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更
新の時期が近づきました。

商工会に手続きを委託されている方は、期限までに
手続きをお願い致します。書類および指導会のご案内
は、３月下旬までに郵送でお届けする予定です。

郵送された書類に「平成２８年４月１日～平成２９
年３月３１日までの支払い賃金・終了工事」をご記入
の上、４月中に商工会に提出して下さい。

３月５日（日）建設部会視察研修（～６日）
　　 ７日（火）工業部会総会・セミナー
　　　　　　　新潟朱鷺市役員会
　　11日（土）青年部視察研修（～ 12日）
　　14日（火）工業交流会総会
　　16日（木）異業種交流会定例会
　　　　　　　女性部役員会
　　28日（火）理事会

吉田商工会地区内の「小規模事業者の景況調査結果報告」
当会では、小規模事業者への伴走型支援にあたり28年度の新潟県小規模事業経営支援事業費補助金を

受けて地区内の景況調査を実施しました。
調査は、小規模事業者45事業所を対象に売上・採算・資金繰り・景況判断等について経営指導員等によ

る巡回または窓口でのヒアリングで実施しました。
調査結果を景況動向指数ＤＩ数値（増加・好転・上昇の企業割合から減少・悪化・低下の企業割合を差

引いた値）からみた概要としては、地区内の28年７月～ 12月期の売上ＤＩは相対的に増加の割合が多く改善
の予想が伺えますが、今後の見通しとして、卸小売業に厳しさが見られます。

景況判断ＤＩでは総体的に全業種で厳しさが伺えるところであるが、今後の見通しとして製造業で少し改善の
兆しが見受けられました。経営上の問題点としては「需要の停滞」とする割合が一番多くあり、続いて「受注・
販売競争の激化」「仕入単価の上昇」となっているなか、今後強化していきたい点として販路開拓や新規受注
の確保、営業活動の強化などが掲げられるなど意欲的な意見が多くありました。

※売上ＤＩ
全体 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

前 年 同 期 比 2.2 ▲16.7 8.3 11.1 8.3
前 期 比 0.0 ▲16.7 33.3 0.0 ▲ 16.7
今後の見通し 17.8 33.3 16.7 ▲11.0 25.0

※景況判断ＤＩ
全体 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

前 年 同 期 比 ▲22.2 ▲33.3 ▲25.0 ▲11.1 ▲ 16.7
前 期 比 ▲16.6 ▲16.7 0.0 ▲22.2 ▲ 25.0
今後の見通し ▲8.9 8.4 ▲25.0 ▲11.0 ▲ 8.3
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